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(cytoplasmic polyadenylation element binding protein; CPEB)の 1 つで、プリオン様ドメイン、
RNA認識モチーフ（RRM）を持つ。Orb2タンパク質のプリオン様ドメインは、神経活動依存的に非
活性型から活性型に変化し多量体化するとされる（Majumdar et al., 2012）。活性型 Orb2タンパ
ク質は RNA認識モチーフを介して結合している mRNAの翻訳抑制を解除し、そこで新たに合成され
たタンパク質によってシナプス構造、機能の永続的な変化が起き、長期記憶が形成されると考え

















びに RNA 結合モチーフの RGG ボックスを有し、Rasputin、FMR1 (Fragile X mental retardation 
1)及び CPEB ファミリーの Orb の３つのタンパク質と複合体を形成して、標的となる mRNA の翻訳
制御に関わることが示唆されている。これらの相互作用因子の一つ、Orb と構造的に類似したタン
パク質、Orb2 がショウジョウバエには存在し、これが失われると長期記憶が形成されなくなるこ









あり、ligP 変異が orb2 変異の記憶障害を優性に抑圧することが分かった。このことは、orb2 と
lig が共通の生物学的過程に関わることを示唆している。また、両遺伝子産物は多数の神経細胞で
ともに発現している。さらに、培養細胞抽出物を用いた免疫沈降実験により、Orb2 と Lig とが同
一のタンパク質複合体に含まれることが示された。これらの結果から、Lig が Orb2 を負に制御し
て、長期記憶の形成を調節することが明らかとなった。 
 このように、長期記憶形成に関わる新たな制御機構を見出した事実は、木村真吾が自立して研
究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有することを示している。したがって、木村真吾
提出の論文は、博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。 
 
